
２０２３年４月１日現在 
東京大学経営協議会学外委員の選考理由 

 

氏   名：森田 朗（もりた あきら） 

現   職：東京大学名誉教授 

      一般社団法人次世代基盤政策研究所代表理事 

略   歴：１９７６年 ３月 東京大学法学部 卒業 

      １９７６年 ４月 東京大学法学部 助手 

      １９８１年 ４月 千葉大学法経学部 助教授 

      １９９４年 ４月 東京大学大学院法学政治学研究科 教授 

      ２００４年 ４月 東京大学大学院公共政策学連携研究部・公共政策学教育部 

               （公共政策大学院） 教授・部長 

      ２００８年 ７月 東京大学政策ビジョン研究センター センター長 

      ２０１２年 ４月 学習院大学法学部政治学科 教授 

      ２０１２年 ６月 東京大学 名誉教授 

      ２０１４年 ４月 国立社会保障・人口問題研究所 所長 

      ２０１７年 ４月 津田塾大学総合政策学部 教授 

      ２０１８年 ４月 研究開発法人科学技術振興機構社会技術研究開発センター 

               センター長（非常勤） 

      ２０１９年 ３月 協和キリン株式会社 社外取締役 

      ２０２０年 ４月 一般社団法人次世代基盤政策研究所 代表理事 

 

経営協議会委員の在任年数：６年 

本学との関係（総長、理事等、常勤教職員の経験）：常勤教職員の経験２４年 

 

【選考理由】 

森田 朗 氏は、本学法学政治学研究科、公共政策大学院において、教授として特に行政学の

教育及び研究に尽力し、政策執行研究を日本で実質的に開拓した研究者である。官僚制あるいは

行政が行う対外的機能を「社会管理」として捉え、官僚制の内部過程と政策執行活動を中心とす

る外部過程を包括的に捉える視座を打ち出し、その後の学会に大きな影響を与えている。さらに、

専門職学位課程という新たな時代ニーズに応じた公共政策大学院の設置において、文部科学行政

における制度設計から、大学側の制度設計に携わり、設置後も初代院長として２期４年にわたり

同大学院の経営と教育に邁進された。また、本学退職後も、学習院大学、津田塾大学で教鞭を取

られ、国立社会保障・人口問題研究所では所長として運営を担うなど、組織経営の経験も豊富で

あり、２０１７年からは経営協議会学外委員として、本学の経営に関する重要事項についての有

益な助言を与えていただいている。 

以上のように、その経歴から、同氏が経営に関する専門的知見など高い識見を有し、大学法人

の経営に広く社会の多様な意見を反映させられるよう意見を述べるとともに、必要な助言を与え

られること、本学の理念と目標を共有し、「世界の公共性に奉仕する大学」を目指し、その実現に

貢献できること、及び本学と社会のステークホルダーの双方向的な連携を推進し、互いに共通す

る公共的な利益を追求できるよう尽力する意思を有することが認められる。すなわち、「東京大学

経緯協議会の学外委員の選考方針について（令和３年３月１８日 役員会決定）」に定める選考方

針各号に掲げる事項を全て満たしていると判断できる。 


